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少子高齢化の進行による就業人口の減少傾向から、我が国ではあらゆる産業で

働き手不足が見え始めており、飲食・サービス、流通・運輸、土木・建築、工業

・農林業など幅広い分野で自動化や無人化の進展が急務となっています。その中で、

単純な繰り返し作業だけでなくこれまで人間にしかできなかった複雑な非定型業務

を自動化するためには、対象や周囲状況を的確に認識し必要な判断を瞬時に行うこ

とが何より重要な技術となっています。

認識の実現には目の前の対象物や周囲の状況を瞬時に読み取り認識するための3D

空間認識技術が、判断の実現には様々な状況を自動的に学習することにより適切な

判断を下すためのAI、機械学習技術が必要であり、ともに今後の日本社会を支える

車の両輪として急速に発展が始まっています。

本レポートは、その中から代表的な3D空間認識技術を取り上げ、日本特許におけ

る最新の出願動向を調査・分析することにより、今後の開発動向や技術の活用方法

を明らかにすることを目的としています。

－ TOFセンサーを中心とする3次元計測の特許動向－
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本レポートでは、J-Plat Patを用いて

約3,200件の特許文献を検索し、1,140件の

対象特許を抽出しました。

そしてこれらの特許を、まずセンサや

カメラなどの基礎技術に関するものと、

それを応用したシステムに関するものに

分類しています。

さらにそれらを用途や方式、目的などで

細かく分類し、可能な範囲でマトリックス

で分析をおこなっています。応用技術にお

いては右のような技術区分を設け、様々な

アプリケーションにおける最新の動向を明

らかにしています。

応用技術に関する特許の分析方法
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基礎的特許の出願件数マトリックス

3D空間認識技術を支える距離画像

センサは、視界を2次元で細分化した

画素情報として取り込み画像データ

を生成する機能に加えて、各画素ご

とにセンサからの距離情報（Depth

データ）を同時に計測し距離画像

データとして取り込むセンサです。

本レポートでは、この距離画像

センサの中でも特に外光の影響を

受けにくく精度も高いなどの大きな

メリットが注目されているTOF

（Time of Flight）距離画像センサを

中心として、ストラクチャードライ

ト方式、プレーナアクチュエータ方

式などの特許を収集しています。

基礎技術に関する特許の分析方法
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